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Peters， A. F.1，2，3. van Wijk， S. J.1・Cho，G. y.4. 

Scornet， 0.2・Hanyuda，T.5・Kawai，H. 5
• Schroeder， D. 

C.3・Cock，J. M.
2・Boo，S. M.

4
:西ヨー口ツパにおける

シオミド口属の 3番目の普通種 Ectocarpuscrouaniorum 

Thuret in Le Jolisの種としての復帰と口スコフ(ブルター

ニュ地方)におけるそのフェノロジー

Akira F. Pet巴rs，'，2，)Serind巴J，van Wijk，' Ga Youn ChO，4 0巴lphin巴

Scorn巴t，2Takeaki Hanyuda，5 Hiroshi Kawai，5 Declan C. Schroecl巴r，3

J， Mark Cock2 ancl Sung Min B004: R巴rnstat巴m巴ntof Ectocarpus 

crouanioru.m Thuret in Le Jolis as a third COml110n species of 

Ectocarpus (Ectocarpales， Phaeophycea巴)in Western Europ巴，ancl 

its ph巴nologyat Roscoff， Brittany 

現在，褐藻シオミドロ属には，形態的特徴，交雑実験，そ

して分子データに基づき，タイプ種である E，siliculosus 

(Dillwyn) LyngbyeとE井lsciculatusHarveyの2種が認

められている。我々はフランス北西部の大規模なiiiVl汐が起

こる地域において，シオミ ドロ属藻類の多様性，交配稔性，

そして生態を調べた。そして，3番目の種 E.c・rouaniorum

Thuret in Le JoLisを種と して復帰させる ことを提案する。

ITS1領域を用いて明らかにされた，E. crouaniorumのタイ

プ産地を含む 5つの産地に由来する 67個体の遺伝子型は，

ハビタッ トが適していれば3種が同所的に生育することを示

した。また，E. crouaniorumとE，siliculosusの天然雑種で

ある と推測される個体や，3種とは遺伝的に独立した個体の

存在が明らかにされた。E，crouαnlOrumとE，siliculosus， 

E井lsciculαtusとの交配実験が行われ，13のうち 12の組

合わせにおいては接合子の発達が見られなかった(銭合後不

稔)0 E， crouaniorumの雌性配偶子 とE，siliculosusの雌性

配偶子に由来す る 1 組は生存可能な ~~fr種であったが， 減数

分裂 した胞子は形成されなかった。5つの分子マーカー (核

ゲノム， ミトコ ンドリ アゲノム，葉緑体ゲノムに由来する合

計 1818塩基)を用いた系統解析により ，3極の遺伝的な独

立性が確認された。生態的には，E. crouαniorumは糊間帯

上部のタイ ドプールなどに限定的に生育 し， そこでは配{肉体

が春から夏にかけて普通に観察された。その他の特徴と して

は，配偶体が主にScytosiphonlomentariaに着生し， 藻体

が 12cmにまで達する点である。E.crouaniorumのJJ包子体

はl年を通じて観察された。藻イ本は3cm以内かもしくは顕

微鏡サイズであ り， 貝や石などに着生していた。西ヨーロツ

パにおける 3番目の種の存在は，この属の種多様性が過去

40年間に認識されていたよりも大きいことを示唆している。

CUniversite Pierre巴tMarie Curi巴 2BezhinRosko. 3Marin巴

Biological Association of the United Kingdom， 4Chungnam 

National University， 5神戸大 ・内海域セ)

Shan， T. F.・Pang，S. J. :ワカメ(褐藻)のメス配偶体で

検出された性連鎖マイクロサテライトマーカーについて

Ti Feng Shan and Shao Jun Pang: S巴x-linkedmicrosatellit巴 l11ark巴I

detect巴din th巴 fel11al巴 gal11etophytesof Undaria pinnalUida 

(Phaeophyta) 

我々が，雌雌 3個体ずつのワカメ配偶{本を用いてマイクロ

サテライ トのよ13帽を行った ところ，あるマイク ロサテライ ト

マーカー (Up-AC-2A8の一部，AY738602，1)は， 3個体

のメスでのみ PCRにおける噌l隔が見られた。このメス特異

的と推定される マーカーについて， '1:1コ国 MarineBiological 

Cultur巴 CollectionCenterに維持されているオス配{肉体 32

個体，メス配偶体 21個体をもち いて，さらに確認を行っ

た。さらに，3個体の胞子体もテス トに加えた。結果とし

て，このマーカーは全てのメス配偶体および胞子体に存在し

たが，オス配{肉体に は存在 しなかった。我々の知る範聞で

は，これはワカメにおける最初の性関連マーカーの報告であ

る。このマーカーの発見は性同定を加速し， またこの産業的

に重要な離における分子レベルの性決定メカニズムの理解に

役立つであろう。(中国科学院 ・MarineBiological Culture 

Coll巴ctionCenter) 

Taylor， J. C.1・Levanets，A.1
・Blanco，S.2，3・Ector，L.3: 

南アフリ力産陸生珪藻の 3新種(珪藻綱)Microcostatus 

schoemanii， M. cholnokyi， M. angloensis 

Jonathan C， Taylor'， Anatoliy L巴van巴ts'，Saul Blanco2.3 ancl Luc 

Ector
3
: Microcostarus schoemαnii sp， nov" M， cholnokyi sp， 

nov， and M， angLoensis sp， nov， three new terrestrial diatoms 

(Bacillariophycea巴)from South Africa 

Faan Meinりies自然保護区 (南アフ リカ ・北西州) の

乾燥土壌より採集 した陸生珪藻の新種Microcostatus

schoemaniiを記載する。2新種Microcostatuscholnokyi 

とMicrocost，αtusαngloensisは，K.riel (南アフ リカ ・ムプ

マランガ州) 近郊の炭鉱の砂質土より採;W~ し た 。 これらの分

類群の形態は光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡で、調査し，新分

類群は類似種と 比較 した。M.schoemanuでは被殻の輪

車1;に対す る条線の密度，そ して中央の縦潜終点、聞の距離が

主要な識別形態形質 となる。M，cholnoAσiは，天幕の存花

と小肋の特徴的な構造により識別される。M，angloensisは

M. schoemanuに似るが，細胞 と殻端の形状，条線の角度，

そして縦潜終点聞の距離により識別される。('North-West 

University， 2University of Leon， 3putヲlicResearch C巴ntr・e-

Gabriel Lippmann) 

保科亮 1・岩滝光儀 2・今村信孝 3: Chlorel/a variabilis， 



Micractinium reisseri sp. nov. (クロレラ科， トレボウク

シア藻綱):繊毛虫ミドリゾウリムシ共生緑藻 120年目の再

記載

Ryo Hoshina，' Mitsunori Iwataki2 and Nobutaka Imamura3: 

Chlorella variabilis and Micractinium reisseri sp. nov. 

(Chlorellaceae， Trebouxiophyceae): Redescription of the 

endosymbiotic green algae of Paramecium bursaria (Peniculia， 

Oligohymenophorea) in the 1 20th year 

ミドリゾウリムシの細胞内共生藻は，共生生物学分野をは

じめ，ウィルス学や分子進化学においても鍵となる生物群で

ある。 120年前，オランダの微生物学者 M.W. Beijerinck 

がこれら共生藻を Zoochlorellaconductrix Brandtと同定し

たが，好余曲折あり「名無し」の生物として扱われてきた。

近年の分子進化学的アプローチからは， ミドリゾウリムシは

株によって保有する共生藻にバリエーションがあること，た

だし，ほとんどのケースでは‘American'，‘European' と呼

ばれる藻群のどちらかであることがわかってきた。本研究

では‘American'，‘European'の種としての遺伝的独立性

を確認し，それぞれChlorellavariabilis Shihira et Krauss， 

Micractinium reisseri Hoshina， Iwataki et Imamura sp. 

nov. (クロレラ科，トレボウクシア藻綱)として記載した。('

立命館大・生命科学， 2山形大・理， 3立命館大・薬)

松崎令 1・仲田崇志 2・原慶明 3・野崎久義':Chloromonas 

pseudop俗ザrhyncha(緑藻網，ポルボックス目)の光学及

び透過電子顕微鏡観察と分子系統解析

Ryo Matsuzaki，' Takashi Nakada，z Yoshiaki Hara3 and Hisayoshi 

Nozaki': Light and electron microscopy and molecular phylogenetic 

analyses of Chloromonas pseudoplatyrhyncha (Volvocales， 

Chlorophyceae) 

これまで培養株を用いた研究が行われていなかった

Chloromonas pseudoplatyrhyncha (Pascher) P. C. Silvaの

培養株を日本の土壌試料から確立し，光学及び透過電子顕微

鏡観察と分子系統解析を行った。光学顕微鏡下では本種の葉

緑体にピレノイドは観察されなかったが，透過電子顕微鏡観

察と酸性次亜塩素酸塩溶液による固定及びカーミン染色法か

ら，本種が多角状で葉緑体裂片の内部に位置する非典型ピ

レノイド(デンプン鞘を伴わない，基質のみのピレノイド)

を複数もつことが明らかになった。他の Chloromonas数種

も葉緑体にデンプン鞘を伴わない非典型ピレノイドをもつ

が， C. pseudoplaηrhynchaのような多角状のピレノイドは

これまで緑藻ボルボックス目では報告がない。 18SrRNA. 

atpB. psaB遺伝子配列に基づく分子系統解析は本種が

Chloromonadinia (Chloromonas系統群)に属し， 13種の

ChloromonasとGloeomonasからなる単系統群の基部に位

置することを示したので，将来的には本種が独立した属に所

属する可能性が示唆された。(，東大院・理λ慶大・先端生

命研， 3山形大・理・生物)
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da Nobrega Farias， J.'・Riosmena-Rodriguez，
R.2・Bouzon，Z.'・3• Oliveira， E. C.4 • Horta， P. A.' : 

Lithothamnion superpositum (紅藻植物門，サンゴモ目)

は，西大西洋における最初の記録か，それとも種の再発見か?

Julyana da Nobrega Farias，' Rafael Riosmena-Rodriguez，2 Zenilda 

Bouzon，'.3 Eurico C. Oliveira4 and Paulo A. Horta': Lithothamnion 

superpositum (Corallinales; Rhodophyta): First description for the 

Westem Atlantic or rediscovery of a species? 

無節のサンゴモ科についてはブラジルではほとんど知られ

ていない。ブラジル沿岸におけるこのグループの同定を試み

る中で，我々は，ひろく受け入れられている Litothamnion

イシモ属の特徴とよく一致するいくつかの標本にでくわ

した。それらの標本は，本属のうちでも，いわゆる L.

superpositum Foslieと同定することができた。これらの標

本は，無節のフリーリビングの標本で，でこぼこした状態か

ら低木状になり，藻体表面の細胞は横断面で、広がった形状を

していた。また四分胞子嚢生殖器巣は，多孔で，表面は周囲

から隆起しているか，平坦で、あり，生殖器巣内は直径250・

525μm，高さ 150-230μmで，屋根は 3-5細胞の細胞糸か

ら構成され，孔は窪みに存在していた。ブラジル沿岸から記

載された種の中で，L. heteromorphum (Foslie) Foslieは藻

体の構造的にも生殖器官の特徴からも，南アフリカやオース

トラリアから記載された L.superpositumに似ている。故に，

我々は，L. heteromorphumをL.superpositumの異タイプ

異名とし，L. superpositumの分布を西大西洋まで広げるこ

とを提案する。 ('.3UniversidadeFederal de Santa Catarina， 

2Universidad Autonoma de Baja Califomia， 4Universidade 

de Sao Paulo) 

寺内真 1・加藤敦之 2・長里千香子 3・本村泰三 3.黄金色藻

Ochromonas danica (不等毛植物門)における ES了解析

Makoto Terauchi，' Atsushi Kato，2 Chikako Nagasato3 and Taizo 

Motomura3: Analysis of expressed sequence tags from the 

chrysophycean alga Ochromonas danica (Heterokontophyta) 

黄金色藻 Ochromonasdanicαを用いて cDNAライブラ

リーを作製し， EST解析を行った。 600個の cDNAクロー

ンの5'端配列のシーケンスから 476個の ESTを得た。そ

のうち， 275個がデータベースに対する相向性解析で高い相

同性を示した (E-valueく10-4)。各ESTのアノテーションは，

ウェブ上で利用できる細胞内局在の予測プログラムを用い

て，コードするタンパク質の細胞内局在に注目し行った。葉

緑体タンパク質と予測されたものは，そのアミノ酸配列の N

端に bipartitepresequenceと思われる配列を有しており，さ

らに葉緑体移行シグナル様ドメインの N端には，他の紅藻

の二次共生由来と考えられている生物で報告されているフエ

ニルアラニンが保存されていた。また 3'端非翻訳領域の配

列解析により，緑藻と同様に UGUAAがポリアデニレーシヨ

ンシグナルである可能性が得られた。('北大院・環境科学， 2

北大院・生命科学， 3北大・北方セ)
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しeblond，J. D.・百mofte，H. 1. . Roche， S. A.・ Porter，N. M. : 

灰色藻(灰色植物門)の monogalactosyldiacylglycerolと

digalactosyldiacylglycerol組成:positive-ion electrospray 

ionizationjmass spectrometry jmass spectrometryを用

いた最新の解釈

Jeff，巴YD. Leblond， Hermina Ilea Till1ofte， Shannon A. Roch巴

and Nicole M. Porter: Mono-and digalactosyldiacylglycerol 

cOll1position of glaucocystophytes (Glaucophyta): A ll10dern 

interpretation lIsing positive-ion巴l巴ctrosprayionization/mass 

spectrOll1elTy/ll1aSS spectroll1etry 

灰色誌は，シアネレ とH予ばれるほぼ完全なラン謀を光合

成 K~H胞小探官として保持する淡水藻である 。 シアネレは

葉緑体の進化において中間的な状態を示すため，灰色藻は

シアネ レを逃伝学的， 生化学的に!持徴づけるための研究

対象とな ってきた。 しかし，その脂質組成，特に全ての

光合成性生物に見られる 2つの主要な葉緑体脂質である

monogalactosyldiacylglycerolとdigalactosyldiacylglycerol

(MGDGとDGDG)については，過去の研究がほとんど無

い。我々の研究では， 2属の灰色謀 Cyanophoraparadoxa 

KorshikovとGlaucocystisnostochineαrUI11 Itzigsohnの

MGDGとDGDG組成の新たな解釈を行うために，最新

の質量分析法である positive-ionelectrospray ioruzation/ 

mass spectrom巴try/masssp巴ctrometryを用いた。我々は，

MGDGとDGDG(sn-J/sn-2 1・巴giochemistryを含む) の

主要な 組成は， 20:5116:0 MGDG， 20:5/20:5 MGDG， 

20:5/16:0 DGDG，そして 20:5/20:5DGDGであることを

発見した。これら 4つに MGDGとDGDGの微量成分を加

えて 2つのラン藻 と比較したとこ ろ，灰色説の MGDGと

DGDGの完全型は現存するラン践とは共通しないことが示

されたが，おそらく C'6とC'8ラン部脂肪酸は保持している。

(Middle Tennessee State Univ巴rsity)

谷藤吾閤1.2・小野寺直子 1・原慶明 1 クリプト藻類におけ

るヌクレオモルフゲノムの多様性と系統学的意義

Goro Taniflljil.
2， NaolくoT. Onod巴ral

.
2and Yoshiaki Haral

: 

NlIcleoll1orph genOIl1巴 cliversityand its phylog巴neticimplications in 

cryptomonacl alga巴

クリプ ト部類 16株について， それらの系統的位凶と ヌク

レオモルのゲノムサイズの関係について，系統解析， パルス

フィ ールド電気泳動法とサザンハイブ リダイゼーション法

を用いて調査 した。本研究で調査 したすべての株は 3本の

染色体を持ち，それ らは 495-750kbのサイズであった。加

えて葉緑体ゲノムのサイズも調査 したところ，光合成を行

う株では 120-160kbのサイズであり，非光合成生物である

Crypto/11.onas paramecium NIES715株では 70kbの葉緑体

ゲノムサイズであった。核コ ード、の小サブユニ ット・リ ボソー

マル DNAに基づく系統解析では 非情'に近縁な株同士で‘も

ゲノムサイズが異なっている事が示された。この事は，ヌク

レオモルフゲノムサイズの減少は，クリプト部類の進化の中

で何度も独立に，また比較的高い頻度で-起こっている事を示

l慶する。 さらに，Cryptol11onω rostratiformis NIES277株

は約 495kbのヌクレオモルフゲノムサイズを持ち，これま

で、に最小のヌクレオモルフゲノムサイズを持つとされてきた

Guil/ar・diatheta CCMP327株よりさらに小さい事が示され

た。('山形大，2Dalhousie University) 
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Ectocarpus crouaniorum (左，

Scytosiphon lomentariαに 着生

する数個体)と E.siLiculosus 

(右)の標本。
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Hodge， F. J.・Buchanan，J.・Zuccarello，G. C. :固

有種 Carpophyl/ummaschalocarpumと Carpophyl/um

angustifolium (褐藻，ヒパマタ目)における雑種形成の遺

伝および形態学的証拠

Fiona J. Hodge， Joseph BlIchanan ancl Gius巴pp巴 C.ZlIccarello: 

Hybridization between the encl巴ll1icbrown algae Carpophyllul/I 

Il1a 

Gen巴ticancl ll1orphological eviclence 

組|国交付fは重要な進化過程で，生物多J隊|生に大きな影響

を持ちうる。植物においては極間交雑はよく 知 られてい る

が， 他の界においては，どの程度の種間交雑がおこってい

るのか，あまり知られていない。野外におけ る障問交来日は

褐誌においては 2，3の例で確かめ られているのみで，北半

球のヒパマタ属の例が主である。組問中m極が，ニュ ージー

ランド固有部である Cαrpophyl/umαngustゲ'oliwnとC.

maschalocarpum において発見された。 両極問の交~ií: を 確

認するために，我々は核ゲノムコ ードの遺伝子情報 (ITS2)

と形態測定のデータを用いた。採集された種間純血とみ ら



れる個体は， ITS2に関してヘテロ接合で， 2つの ITS2領

域のそれぞれは，その地域の親種のもつ πS2に相当してい

た。形態については， 3つのクラス (2つは親種，一つは雑

種個体)を容易に認識することができた。雑種個体は，親種

の中間的な形態をもっていることがわかった。形態的に C.

angustifoliumとみられるいくつかの個体は，雑種型の ITS2

リボタイプをもっており，雑種と C.angustifoliumの聞で

戻し交雑が起こっていることを示唆している。我々のデータ

は，ヒパマタ目におけるもう一つの種間交雑を明らかにして

おり， 2つの親種がいかにして独立性をたもっているかにつ

いてさらなる研究が必要である事を示唆している。 (Victoria

Unversity ofWellington) 

Rosas-Alquicira， E. F.1，2，3・Riosmena-Rodriguez，R. 3 • 

Neto， A. I戸:Amphiroa cryptarthrodia Zanardini (紅

藻，サンゴモ且Lithophylloideae)のタイピフィケーショ

ンと分類学的地位について

Edgar Francisco Rosas-Alquicira，l.2，3 Rafael Riosmena-Rodriguez3 

and Ana Isabel Neto1.2: Typification and status of Amphiroa 

cryptarthrodia Zanardini (Lithophylloideae， Corallinales， 

Rhodophyta) 

学名Amphiroacryptarthrodia Zanardiniの地位は不確か

であり，分類学的研究が乏しいことも一部関連して，本種は

命名規約上，安定を欠く状態が続いてきた。本種は，非合法

名である Amphiroaverrucosa Kutzingと同種であると認識

されてきた。もう一つ，異名とされてきた名前がAmphiroa

rubra (Philippi) Woelkeringである。 A.cryptarthrodiaの

タイプ標本は，これまで選定されたことがないようであり，

また MuseoCivico di Storia Naturale， Venezia (MCVE)に

収蔵されている Zanardiniのオリジナルコレクションの図

がしめされた事もない。この論文では， Zanardiniのコレク

シヨンの研究に基づき，A. cryptarthrodiaの新基準標本を

選定する。タイプ標本の詳細な形態的，解剖学的説明をお

こない，また分類基準となる形質についても列挙する。命

名規約的および分類学的データと，A. cryptarthrodiaと

本種と同種である他の種との関係についての短い考察もし

めす。 A.verrucosa Kutzingは，異タイプ異名と結論され

た。 A.rubra (Philippi) Woelkerlingは，単にそのタイプ

標本について新規の調査結果がまだ出ていないために，残

されるべきである。 eInterdisciplinaryCentre for Marine 

and Environmental Research， 2University of the Azores， 
3UABCS) 

Miyamura， 5.1 .5akaushi， 5.1・Hori，T.2・Nagumo，T.3: 

海産緑藻オオハネモ{アオサ藻網，緑藻植物門}の接合子に

おける雌雄鞭毛装置と眼点の挙動

Shinichi Miyamura，l Shi吋iSakaushi，l Terurnitsu Hore叩 dTamotsu 

Nagumo3: Behavior of flagella and flagellar root systems in the 

pl叩 ozygotesand settled zygotes of the green alga Bryopsis maxima 
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Okamura (Ulvophyceae， Chlorophyta) with reference to spatial 

arrangement of eyespot and cell fusion site 

海産緑藻オオハネモ Bηopsismaxima (アオサ藻網)の雌

雄配偶子，接合子とその鞭毛装置の挙動について電界放射型

走査電子顕微鏡，高速ビデオ，抗チュープリン抗体を用いた

蛍光抗体法によって観察した。雌雄配偶子は 2本の鞭毛を持

ち，鞭毛基部の基底小体から 4本の微小管性鞭毛根が細胞後

方まで伸長していた。眼点を持つ雌配偶子では， 2sと2d鞭

毛根の聞に眼点が配置していた。雌雄配偶子を混合すると雌

配偶子は眼点に向かって左上前方で雄と融合し，次いで雌雄

の基底小体が隣接した4本鞭毛の動接合子になった。基底小

体からは雌雄の鞭毛根が細胞後方に伸長し，雌配偶子と同様

に雌由来の 2sと2d鞭毛根の聞に眼点が認められた。雌雄由

来の2本の鞭毛はぺアになり同じ方向を向き鞭毛打によって

同調的に運動した。特に雌の 2番の鞭毛と雄の鞭毛のぺアは

雌の眼点方向を向いていた。配偶子混合20分後の着生した

接合子では，鞭毛は細胞内に吸収され，鞭毛軸糸と鞭毛根の

脱重合，表層微小管の形成が始まり細胞は球形化した。 e筑

波大， 2銀杏科学研究舎， 3日本歯科大)

Liu， FY・Pang，5. J.1 • Xu， N.1.2・5han，F. T.1・5un，5.3 • 

Hu X.4・Yang，J. a.4 : 2008年から 2009年の大規模な

グリーンタイド発生時にお付る黄海のアオサ属の多様性

Feng Liu，l.2 Shao Jun Pang/ Na Xu/.2 Ti Feng Shan，l Song Sun，3 

Xiang Hu4 and Jian Qiang Yang4: Ulva diversity in the Yellow Sea 

during the large-scale green algal blooms in 2008-2009 

中国黄海では，大規模なグリーンタイドが2007年から

2009年まで3年連続で発生した。発生源を特定する努力の

一環として， 2009年のプルーム発生初期と最盛期に 2回の

航海が実施された。我々は，漂流していたアオサ属藻類の

標本と，異なる場所の海水サンプルから得られた培養株につ

いて，形態および遺伝的多様性の解析を行った。系統解析に

は，核ゲノムコード rDNAの汀S領域と葉緑体のルピスコ

大サプユニット (rbcL)が用いられた。我々の分子的およ

び形態的解析から， 2008年と 2009年に優占していた漂流

サンプルは U.linza-prolifera (LPP)クレードの一つの系

統に属することがしめされた。プルームを形成している，密

な分枝をもっ藻体サンプルは，黄海で採取された分枝をもた

ない U.linza様の標本と同じ ITS2配列をもっていた。微視

的な優占するアオサ属の個体が， 8ヶ所で確認され，水中で

の胞子の分散が，黄海のグリーンタイドの最盛期における

バイオマスを大きくしていることが明らかになった。 e.3中

国海洋研究所，2Graduate University of Chinese Academy 

of Science， 4North China Sea Branch of the State Oceanic 

Administration) 

Nishihara， G. N. 1 .寺田竜太2.海藻の種数と波浪勾配に

は相聞がある

Gregory N. Nishihara1 and Ryuta Terada2: Species richness of 
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marine macrophytes is corr巴latedto a wave exposul巴gradient

沿岸環境に影響を与える波浪や波によって引き起こされる

流動は，沿岸域における多 くの物理学的プロセスの基礎的な

嬰因 として考えられており，海藻や海草の生存に間接的また

は直接的に影響を与えていると考えられる。波は藻類の分布

や生物多様性に対して，重要な製図であるこ とは昔からの仮

説であるが，それを実証する ような研究例は少なかった。本

研究では，鹿児島県長島かられ1]永良部島に出現 した説類を分

類群(門)や形態に基づくいくつかのグループ(機能的形態群)

に分類し， 波浪との関係を解析した。その結果，波浪は生物

学的及び統計学的に有意な要因であり，波浪環境が厳 しくな

ることにより ，一般的には種多様性が減少することを解明し

た。ところが，褐藻類や重要なハ ビタッ 卜を提供するthick-

leathery的な構造を持つ形態グループの場合，波浪環境が厳

しくなるこ とによ って，種数も憎加するこ とを初めて明らか

にした。分類鮮や機能的形態群に対する波浪の影響は一定で

はないこ と から ， 生物多様性に 1;Y~1する研究において ， 波浪の

把握は欠かせないであろう 。c長崎大 2鹿児島大)

Ganesan， M.・Veeragurunathan，V.・Eswaran，K.. 
Reddy， C. R. K.・Jha，B.: Ulva fasciata (緑藻，アオサ目)

と Gracilariacorticata (紅藻，オゴノリ目)の胞子放出に

対する紫外線照射の影響

Me巴nakshisllndaramGan巴san，Veeraprakasam Veeragllrunathan， 

Karllppanan Eswaran， Chennur R. K. R巴dclyancl Bhavanath Jha: 

1 nflll巴nceof ultraviolet radiation on spore lib巴ratIonIn maline 

macroalga巴 Ulvaβ:/sciata(Ulvales， Chlorophyceae) and Gracilaria 

corticata (Gracilariales， Rhoclophyc巴ae)

ii湖I!l胡;別羽間;術惜に生育する海藻 Uωlv悶αj舟Uωsciωαtωα Delile(緑謀綱)と

Gr悶tα2Cαilαωriω正acoωrtμicαfω正αlJ. Ag創

ける， UV-AとUV一B照射の効果を調べた。 これらの海藻

をUV-AとUV-Bの それぞれに， 10， 20， 30， 45， 60分

間さら し， 調節された実験環境 Fですj包子放出のI¥El害の割合を

決定 した。UV!照射にさ らされた海部の胞子放出WJ聞は，U. 

fasciataでは 4日， G. corticat，αでは 91::1間であっ た。60

分間のUV-B照射により， U. fasciataでは 76.6%もの，G. 

cortlcataでは 55.5%の胞子放出の阻害がみられた。いずれ

の種においても，胞子放出の阻害の割合 とUV-B!照射の長

さの聞には，正の相関がみられた。同様に， UV-Aは，U. 

fαsciαω では 75%， G. corticαtα では 50%，胞子放 出を

阻害 し， いずれの種においても，胞子放出の阻害の割合 と

UV-A照射の長さの聞には，有意な相関関係がみられた。分

散分析の結果，60分間の UV照射による胞子放出への阻害

は，他の長さ との聞に，有意な違いが存在 した。今回の結果

から，UV-A!照射も胞子放出に影響を与えるが，UV-Bより

も影響が小さいこともわかった。部体の厚さや，糊間帯にお

ける位置が，UVへの露出量を決定する。高い UVの影響は，

i朝間帯ヒ音11に生育 し， うすいシー ト状の藻体もち，広い表

面積をもっ U.fascia仰で見られ， G. corticαtα よりも胞子

放出への阻害を強 くう けていた。(CentralSalt and Marin巴

Chemicals Institut巴)

Roche， S. A. • Leblond， J. D.:ク口ララクニオン藻のベタ

イン脂質

Shannon A. Roche and J巴ffreyD. Leblond: B巴taln巴lipidsin 

chlorarachniophyt巴s

糸状アメ ーパも し くは鞭毛アメ ーパに緑~制胞が制胞内

共生 して進化 したこ とにより，キメラ 的なク ロララクニオ

ン藻は両方の祖先単位の特徴的な形質を合わせ持つ。彼ら

は，紺l胞内共生者からはヌク レオモルフ と葉緑体のみを保

存 してきた。 リン非合有極性脂質 とそれらに付随する脂肪

酸の組み合わせ を特定するために， 本務綱の3属4株を

positive-ion巴lectrosprayionization / mass spectrom巴try

(ESI / MS)と巴lectrosprayionization / mass spectroll1巴try

/ mass spectroll1etry (ESI / MS / MS) で調べた。 ベタ

イン脂質に分類される 14の リン非合有極性脂質が，主に

diacylglyceryl-N，N，N四 trill1ethylhomoserine(DGTS) とそ

の構造奥性体である diaclyglycerylhyclroxYll1ethyl-N，N，N-

tri m巴thyl-β-alanine(DGTA) とし て検出された。DGTS

とDGTAの梢造の数はおおよそ等 しかったが，調査した 3

株では存在する極性脂質の割合は DGTSが高いのに対し， 4 

つめの株 Lothm・ellaglobosaでは DGTAカ斗誕占 していた。

さらに，仮に diacylglycerylcarboxyhydroxYll1ethylcholine

(DGCC)と同定 した脂質は微量だが2巨l検出された。上述

した藻株の極性脂質結合脂肪酸は， ドデカン酸 (12:0)，テ

卜ラデカン酸 (14:0)，ヘキサデカン酸 06:0)，オクタデカ

ン酸 (18:0)，オクタデセン酸 (18:1)，そしてエイ コサペン

タエン酸 [20:5(n-3)]であった。調査 した種間でのベタイ ン

脂質含有の遣いは，ク ロララクニオン践の分類に関するさ ら

なる結論を見いだすものかもしれない。(MiddleTennessee 

Stat巴Univer・sity)

英文誌58巻4号表紙

ニュ ー ジ ー ランドの Lottin

Pointで 見 られた Carpophyllum

maschalocarpumとC.angust;-

foliumの種間交雑個体

(上井進也・ 岩滝光儀)




